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１．中国管理技術フォーラム

中国進出日系企業

２００９年度：『中国ローカル市場拡大と

２００８年 スタート

２００９年度 『中国 カル市場拡大と
日中連携開発研究会』

２０１０年度：『中国における技術人材育成研究会』
２００９年～２０１１年
開発系のフォーラム開催

２０１０年度：『中国における技術人材育成研究会』

１回／月 ５ヶ月／年
１１社～１３社参加
延べ２２社 ４０名の参加

２０１１年度：『中国発グローバル商品企画・開発の研究』
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延べ２２社 ４０名の参加



２．中国管理技術フォーラム研究内容

２００９年度：『中国ローカル市場拡大と日中連携開発研究会』
＊中国はもはや生産拠点ではない 大きな市場である＊中国はもはや生産拠点ではない、大きな市場である
＊日系企業への商品投入ではなく中国ローカル企業、市場への商品投入を
＊中国の文化、社会の認識（日本の常識は世界の非常識）
＊日本本社と中国拠点の連携の在り方（良い面 悪い面）＊日本本社と中国拠点の連携の在り方（良い面、悪い面）
＊中国人社員のモチベートは

２０１０年度：『中国における技術人材育成研究会』
＊技術人材育成の目的⇒事業に貢献する人材の育成＊技術人材育成の目的⇒事業に貢献する人材の育成
＊技術人材育成の方向性（日本人、中国人）
＊中国のバックグラウンド理解
＊日本人の採用・活用／育成について＊日本人の採用 活用／育成について
＊中国人の採用・活用／育成について
＊日中技術者の絆づくり（コラボレーション）
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２０１１年度：『中国発グローバル商品企画・開発の研究』

目的： 中国拠点が中国市場のみならず、他新興国に商品を提供できる企画・
開発力を構築し、中国発グローバル商品を創造し、グローバルの中での中
国拠点の位置付けを高めるとともに、日本本社との相乗効果を従来以上に、
発揮する とを目的とする発揮することを目的とする。

【中国発グローバル商品企画・開発の課題】

①中国ローカル企業のグローバル商品企画・開発の取組み研究

②中国市場、他新興国市場の研究と差異認識② 場 場

③新興国へのグローバル対応と中国開発拠点の位置付け明確化

④本社企画・開発部門との相乗効果創出によるグローバル商品開発方法
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３．ローカル市場拡大の現状と課題及び学びのポイント
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